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ン心筋症発症予測に対するトロポニン Iの有用性. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
喜古崇豊, 横川哲朗, 三阪智史, 及川雅啓, 小林淳, 義久精臣, 竹石恭知. 心臓サルコイドーシス患者におけ

る 18F-FDG PET/MRI 所見と予後に関する検討. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
三阪智史, 横川哲朗, 君島勇輔, 清水竹史, 金城貴士, 義久精臣, 竹石恭知. 心不全における心筋細胞特異的

セルフリーDNAの臨床的意義. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
 
君島勇輔, 三阪智史, 横川哲朗, 杉本浩一, 皆川敬冶, 中里和彦, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617Fクローン性造血はALK1を介して肺高血圧症を増悪させる. iHF seminar; 20201010; 東京/Web. 
 
横川哲朗, 三阪智史, 君島勇輔, 和田健斗, 皆川敬治, 杉本浩一, 石田隆史, 池田和彦, 竹石恭知. 
JAK2V617F変異陽性細胞が大動脈瘤形成を促進させる. 第8回Heart Science Club; 2020128 ; Web. 
 
片平正隆, 八巻尚洋, 大河内諭, 八重樫大輝, 清水竹史, 佐藤崇匡, 國井浩行, 中里和彦, 石田隆史, 竹石

恭知. 8ヶ月間のスタチン療法後に、DCAを施行した一例. 第52回Cardiovascular Intervention Conference 
(CIC); 20200222 ; 郡山. 
 
肱岡奈保子, 金城貴士, 室田定洋, 冨田湧介, 天海一明, 山田慎哉, 竹石恭知. 高周波による右肺静脈隔離術

中に上大静脈の隔離が得られた一例. 第17回福島不整脈懇話会; 20200709; 福島. 
 
清水竹史, 佐藤勇太朗, 冨田湧介, 武藤雄紀, 及川雅啓, 八巻尚洋, 國井浩行, 中里和彦, 竹石恭知. 
Impella補助下にPCIを施行した低心機能虚血性心筋症の一例. 第53回Cardiovascular Intervention 
Conference (CIC); 20201003; 郡山. 
 
〔シンポジウム〕 
 
東雲紀子, 茅原まゆみ, 福原之博, 出羽仁, 佐藤崇匡. DT時代を迎えたVAD治療の課題：A病院における植

込型補助人工心臓患者の在宅療養の傾向と課題（シンポジウム）. 第48回人工心臓と補助循環懇話会学術集会; 
20200313; 誌上. 
 
佐藤崇匡, 藤宮剛, 東雲紀子, 福原之博, 出羽仁, 横山斉, 竹石恭知. DT時代を迎えたVAD治療の課題：当

院における植込型補助人工心臓患者における有害事象の検討（シンポジウム）. 第48回人工心臓と補助循環懇話

会学術集会; 20200313; 誌上. 
 
君島勇輔. Meet the Expert：骨髄増殖性疾患と肺高血圧症：JAK2 V617F変異の意義（シンポジウム）. 第84回

日本循環器学会学術集会; 20200727-0802; Web. 
 
義久精臣. 人生100年時代の健康長寿：循環器疾患と睡眠（シンポジウム）. 第84回日本循環器学会学術集会; 
20200727-0802; Web.  
 
及川雅啓. シンポジウム5：がん・がん治療から学ぶ心筋症：CTRCD の発症予測と診断・治療（シンポジウ

ム）. 第6回日本心筋症研究会; 20200821-0914; Web. 
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義久精臣, 竹石恭知. シンポジウム10 男性医学2020：心不全患者における血中テストステロン濃度の意義に

関する検討（シンポジウム）. 第20回日本抗加齢医学会総会; 20200925-27; Web. 
 
石田隆史. シンポジウム14 病態における酸化ストレス研究の最前線：DNA損傷と心血管疾患（シンポジウ

ム）. 第20回日本抗加齢医学会総会; 20200925-27; Web. 
 
義久精臣, 佐藤悠, 三阪智史, 竹石恭知. シンポジウム17 高齢者心不全の治療介入ポイントはどこにあ

る？：心不全患者における睡眠障害と認知機能低下（シンポジウム）. 第24回日本心不全学会学術集会; 
20201015-17; Web. 
 
國井浩行. シンポジウム：COVID-19 対策と当科の現状. 第11回会津心臓病・心血管疾患研究会; 20201113; 
Web. 
 
〔特別講演〕 
 
竹石恭知. 特別講演：Once-cardiologyに対する取り組み. Onco-Total Care Seminar; 20200124; 鹿児島. 
 
石田隆史. 健康連続講座：塩と人と病－減塩の根拠から実践まで－. いきいき健康づくりフォーラム in南相馬; 
20200211; 南相馬. 
 
竹石恭知. 特別講演：心肥大診療のポイント－二次性心筋症を見逃さないために－高血圧も含めて. いわき循環器

談話会; 20200213; いわき. 
 
石田隆史. 基調講演：塩と高血圧～生活習慣病は人類進歩の陰か？～. 第12回ふくしま市民フォーラム; 
20200216; 福島. 
 
及川雅啓. 基調講演：当院における薬剤関連心筋障害発症とがん関連血栓症治療の現状. 第2回福島Onco-
Cardiology研究会; 20200228; 福島. 
 
佐藤崇匡. 特別講演：心不全診療における心拍数の重要性. 心不全治療を考える会 in 会津; 20200713; Web. 
 
義久精臣. 教育講演：睡眠呼吸障害の診断と治療の重要性および進歩. 第69回日本医学検査学会; 20200905-06; 
千葉/Web. 
 
金城貴士. 基調講演：アブレーションにより逆伝導のみ離断、術後慢性期に順伝導も消失した傍His束起源

WPW症候群の1例. 福島循環器学術講演会; 20200914; 郡山. 
 
鈴木聡. 特別講演：心疾患を踏まえた2型糖尿病治療を考える. 福島地区糖尿病学術講演会; 20200924; 福島. 
 
義久精臣. ランチョンセミナー16：心不全患者における心臓突然死予防. 第24回日本心不全学会学術集会; 
20201015-17; Web. 
 
中里和彦. レクチャー：慢性血栓塞栓性肺高血圧症（CTEPH）に対する治療の進歩. 第229回県北循環器疾患研

究会; 20201029; Web. 
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鈴木聡. 特別講演：心不全治療における利尿薬の重要性と最近の話題. 第229回県北循環器内科学講座疾患研究

会; 20201029; Web. 
 
武藤雄紀. 基調講演：TAVIの現状と展望－最新のガイドラインを踏まえて－. Structural Intervention 
Conference; 20201105; 福島. 
 
竹石恭知. 教育講演：狭心症、心筋梗塞の病態と治療：予防の重要性. 第56回日本循環器病予防学会学術集会; 
20201201-21; Web. 日本循環器病予防学会誌. 55(3):212-212. 
 
竹石恭知. 特別講演：腫瘍循環器学の展開－がん関連血栓症（CAT）を含めて－. web版 静脈血栓症連携セミナ

ー; 20201203; Web. 
 
中里和彦. 特別講演：経皮的冠動脈インターベンション（PCI）後の抗血栓療法の変遷. Meet the Specialists in 
Fukushima; 20201210; Web. 
 
杉本浩一. 特別講演：福島県立医科大学病院における肺高血圧診療. Meet the Specialists in Fukushima; 
20201210; Web. 
 
佐藤崇匡. 特別講演：心不全診療における心拍数の重要性. 心不全地域連携セミナー; 20201210; Web. 
 
竹石恭知. 特別講演：慢性心不全治療の最新治療. 第343回木曽医師会講演会生涯教育講座; 20201215; Web/木曽. 
 
〔招待講演〕 
 
三阪智史. 心不全における細胞内品質管理：心筋細胞老化から多臓器連関まで. 令和元年度福島医学会表彰受賞授

与式及び受賞記念講演会; 20200123; 福島. 福島医学雑誌. 70(1):65-66. 
 
山田慎哉. 心房細動の包括的管理－薬物療法・非薬物療法－. AF心房細動Webセミナー 高齢者AFのトータル

ケア＠東北; 20200217; Web. 
 
國井浩行. カテーテルで行う低侵襲大動脈弁治療：TAVI～診断・適応から抗血栓療法まで～. Cardiology 
Seminar in SHIRAKAWA; 20200219; 白河. 
 
石田隆史. 腫瘍循環器学（Onco-Cardiology）は何故必要か. Cardiology Seminar in SHIRAKAWA; 20200219; 
白河. 
 
竹石恭知. 腫瘍循環器病学の新展開. 循環器Forum in FUKUI; 20200220; 福井. 
 
義久精臣. 睡眠呼吸障害の診断と治療の重要性および進歩. 第15回日本PSG研究会東北支部例会. 20200222; 郡
山. 
 
武藤雄紀. TAVIの現状－当院での治療成績を踏まえて－. 第36回磐梯循環器カンファランス; 20200710; Web. 
 



 
 

－71－ 

竹石恭知. 心不全管理の新たな展開. WEB LIVE SEMINAR 循環器 UP-TO-DATE; 20200716; 東京. 
 
義久精臣. 人生100年時代の健康長寿：循環器疾患と睡眠. 第84回日本循環器学会学術集会 市民公開講座; 
20200727-0802; Web.  
 
義久精臣. 心不全のうっ血評価と管理. 心不全WEBセミナー; 20200804; Web. 
 
坂本和哉. 当院におけるイバブラジンの使用経験. 心不全フォーラム; 20200806; 福島. 
 
中里和彦. 福島肺高血圧症研究会2020. 福島肺高血圧症研究会2020; 20200826; Web. 
 
國井浩行. 改訂ガイドラインを踏まえたTAVIの展望と抗血栓療法. 福島循環器疾患WEBセミナー; 20200904; 
Web. 
 
義久精臣. ARNI時代の心不全診療におけるバイオマーカーの活用. ARNI Webセミナー; 20200914; Web. 
 
及川雅啓. 当科においてサクビトリルバルサルタンを使用した心不全の1例. 県北地区循環器ARNI勉強会; 
20201001; 福島. 
 
國井浩行. ブレインハートチームで取り組む脳梗塞2次予防の閉鎖治療「循環器内科医から」. Web Seminar ブ

レインハートチームで取り組む脳梗塞2次予防の閉鎖治療; 20201002; 福島. 
 
及川雅啓. 心アミロイドーシスを見つけ出すための心肥大診療のポイント. 心アミロイドーシスWEBフォーラム 
in 福島; 20201022; Web. 
 
金城貴士. 心房細動：ガイドライン等のup to date. Meet the Specialist in Fukushima; 20201030; Web. 
 
國井浩行. 改訂ガイドラインを踏まえたTAVIの展望と抗血栓療法. 第11回会津心臓病・心血管疾患研究会; 
20201113; Web. 
 
義久精臣. ARNI時代の心不全診療におけるバイオマーカーの活用. Akita ARNI Web Conference; 20201203; 
Web. 
 
〔その他〕 
 
義久精臣. 睡眠時無呼吸症候群～いびきと関連する身近な生活習慣～. テレビ放送「福島県医師会シリーズ

No.81」; 20201017; 福島放送. 
 
 
 

  


